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学位論文の要約 

氏  名 鈴木文子 

博士論文名 同性愛者に対する態度の規定因―ジェンダー自尊心の心理機制の観点から― 

現在，人々の性の多様性が可視化されつつあり，様々な性のあり方を認めようといった社

会的風潮がある一方で，依然として性的マイノリティに対する偏見や差別も存在している。

本論文は，性的マイノリティの中でも同性愛者に焦点をあて，同性愛者に対する偏見や差別

をいかに解決していけるのか，その糸口を見つけることを目的としている。 

これまでの異性愛者の同性愛者に対する態度研究からは，男性異性愛者は女性異性愛者よ

りも同性愛者に対して否定的であることが確認されている（Kite & Whitley, 1996）。本論文

では，こうした性差に焦点をあて，その規定因を明らかにすることとした。なぜ，女性異性

愛者は男性異性愛者よりも同性愛者に対して寛容な態度を示すのか。その背景にある心理機

制を読み解くことで，同性愛者に対する偏見や差別の解決延いては様々なセクシュアリティ

の人たちが共生できる社会の実現に向けて，どのようなアプローチが有効なのか示唆を得る

ことを試みた。 

本論文の序章ではこれまでの先行研究の議論を整理した。男性異性愛者が同性愛者（主に

ゲイ）に対してなぜ否定的態度を示すのかといった点に関しては，Falomir-Pichastor & 

Mugny（2009）の社会的アイデンティティ理論に基づく心理機制に注目した。社会的アイ

デンティティ理論とは，自身が所属する集団（内集団）に対してアイデンティティ（帰属意

識や愛着）を持つとき，内集団が外集団と比べて良いと感じられることで自身の自尊心が高

まるとされている（Tajfel & Turner, 1979）。したがって，人には社会的アイデンティティ

に基づく自尊心を維持しようと，内集団を外集団よりも肯定的または外集団を内集団よりも

否定的に評価するといった心的メカニズムが備わっており，そのため社会における偏見や差

別などの様々な集団間葛藤が生じると考えられている。実際に，男性異性愛者は男性集団成

員であることで得られる誇りや自信（ジェンダー自尊心）を維持するために同性愛者に対し

て否定的態度を示す傾向が確認されている（Falomir-Pichastor & Mugny，2009）。 

一方，女性異性愛者の同性愛者に対する態度について Falomir-Pichastor & Mugny

（2009）は，同性愛者とジェンダー自尊心との間に有意な相関関係がみられなかったこと

からそれ以上の詳細な検討は行っていない。本論文では，女性異性愛者においても男性異性

愛者と同様，同じ女性集団成員であるレズビアンに対して否定的態度を示すことで，女性と

してのジェンダー自尊心を維持防衛するといった心理機制が備わっているが，一方でそうし

た否定的態度を抑制している要因があるのではないかと考え検証していくこととした。男性

異性愛者のゲイに対する態度と女性異性愛者のレズビアンに対する態度における性差（前者

の方が後者よりも否定的）が生じる要因を考慮して，本論文では 2つの仮説「性役割規範の

厳格性仮説」および「性役割規範の特性仮説」に集約した。第 1章から第 3章の各研究を通

じてこの 2つの仮説を検証し，終章では各研究結果を踏まえて，同性愛者に対する偏見解決

に向けての考察を行った。 

性役割規範の厳格性仮説 Kite & Whitley（1996）の議論によると，人々はジェンダー

信念に基づき，伝統的に男性らしい男性や女性らしい女性といった一定の枠組みから逸脱す

る（と知覚される傾向にある）同性愛者に対して否定的態度を示すといえる。さらに，一般

社会においてジェンダーに対する信念は女性よりも男性において厳格だといわれている

（Herek, 1986, 1993）。こうした主張を踏まえると，女性異性愛者においてはジェンダー自

尊心を維持防衛するためにレズビアンに否定的態度を示す動機づけ自体が男性異性愛者よ

りも弱いと考えられる。言い換えれば，男性異性愛者ほどには女性異性愛者はジェンダー自

尊心を維持するためにレズビアンに対して否定的態度を示す必要性が低い。その結果，相対



的に男性異性愛者のゲイに対する態度がより否定的になるといえる。 

性役割規範の特性仮説 一方で，性役割規範の厳格さだけでなく，性役割規範の特性が男

女で異なることから同性愛者に対する態度に性差が生じているのではないかというのが 2

つ目の仮説である。女性性の中核となるものは共同性（Bakan, 1966）とされており，その

共同性の中には思いやりをもって人と接することなどが含まれる（土肥・廣川, 2004）。こ

うした女性性の特徴を考慮すると，ジェンダー自尊心が高い女性異性愛者は，レズビアンに

対して否定的態度を示すことで女性集団成員として得られる自尊心を維持する一方，マイノ

リティを含む他者一般に対して思いやりを持って接するといった共同性も内在化しており，

レズビアンに対してより好意的な態度を示すと考えられる。つまり，女性異性愛者において

は，レズビアンに対して否定的態度を示すことでジェンダー自尊心を維持する心理機制と，

ジェンダー自尊心が肯定的態度を促進するといった相反する心理機制が備わっている可能

性がある。その結果，相対的には男性異性愛者のゲイに対する態度よりも，女性異性愛者の

レズビアンに対する態度の方が肯定的になるといえる。 

 各研究の結果 第 1章の研究 1，研究 2では，主に社会的アイデンティティ理論の枠組み

を用いた Falomir-Pichastor & Mugny（2009）の追試研究を行った。結果にややばらつき

はあったものの，男性異性愛者は先行研究と同様，男性としてのジェンダー自尊心を維持防

衛するためにゲイに対して否定的態度を示すといった心理機制を支持する結果がみられた。

予測していなかった傾向として，ゲイとの心理的類似性が低い場合に異性愛者と同性愛者が

生物学的に異なると伝えられる（架空の解説文が提示される）とジェンダー自尊心が高いほ

ど社会的容認度が高くなっていたが，集団間の弁別性が明確になったことで，ジェンダー自

尊心を維持防衛するための心理機制が弱化したためであると考えられる。一方で，女性異性

愛者はジェンダー自尊心が高いほどレズビアンに対して寛容な態度を示すといった関係が

みられた。これらの結果は「性役割規範の特性仮説」を支持する結果といえる。 

第 2章の研究 3，研究 4，研究 5では，同性愛者に対して形成されているステレオタイプ

（同性愛者は性指向以外の男性らしさや女性らしさといった性役割規範においても逸脱し

ているという信念）によって向けられる否定的態度とジェンダー自尊心の関連に焦点をあて

た。ゲイは一般的な女性と，レズビアンは一般的な男性と似ているといったように，同性愛

者はジェンダー逆転した特徴を持つと知覚される傾向にある（Kite & Deaux, 1987）。同性

愛者は性役割規範を逸脱している（というステレオタイプ）によって向けられる否定的態度

においても，異性愛者のジェンダー自尊心による影響が男女では異なるのか検証することと

した。男性異性愛者においては，ゲイが一般的な男性らしさから逸脱した存在と知覚するこ

とで同じ集団成員として扱われたくないといった動機づけが強くなり，否定的態度をより一

層強化すると推察される。つまり，男性異性愛者のジェンダー自尊心は女性的なゲイへの否

定的態度を促進することで，同性愛者のステレオタイプによる否定的態度も女性異性愛者よ

り男性異性愛者において顕著になるだろう。一方，「性役割規範の厳格性仮説」に基づけば，

女性異性愛者においても男性異性愛者と同様に，ジェンダー逆転したような特徴を示すレズ

ビアンに対しては同じ集団成員として扱われたくないといった動機づけが強くなり，ジェン

ダー自尊心が高いほど男性的なレズビアンに対してより否定的態度を示す可能性がある。

「性役割規範の特性仮説」に基づけば，女性異性愛者においてみられるジェンダー逆転した

レズビアンへの否定的態度は，ジェンダー自尊心とは独立した性役割規範からの逸脱に対す

る批判的態度かもしれない。むしろ，レズビアンに対して寛容な態度を示すことがジェンダ

ー自尊心の維持につながるといった心理機制が，男性的なレズビアンに対する否定的態度を

抑制している可能性が考えられる。 

実証研究の結果，「性役割規範の厳格性仮説」「性役割規範の特性仮説」それぞれの予測に

即した結果がみられるなど，どちらの仮説がより支持されるかを結論づけることはできなか

った。ただし，男性異性愛者と女性異性愛者では異なる傾向が示唆された。ジェンダー自尊

心が高い男性異性愛者は，趣味や行動などが一般的な意味で男性的でないゲイに対してより

一層否定的な反応を示していた。また，ゲイとの類似性を高く知覚している男性異性愛者に

おいて，ゲイの外見は一般男性と変わらず異性愛者と同性愛者を見た目で判断することはで



きないといった（架空の）情報が与えられると，ジェンダー自尊心が高いほど否定的態度を

示す関係がみられた。一方，女性異性愛者においては，趣味や行動などが自身とは異なるタ

イプのレズビアンへの否定的反応はジェンダー自尊心が高い場合に抑制されていたが，レズ

ビアンの外見が男性的であると知るとむしろジェンダー自尊心が高いほど否定的態度が促

進されていた。このように，同性愛者がどのような特徴を持つと知覚するか，その内容に応

じて男性異性愛者と女性異性愛者のジェンダー自尊心による影響は異なり，また女性異性愛

者においてもレズビアンを男性的であると知覚した場合にはジェンダー自尊心が否定的態

度の促進要因になりうることが示唆された。 

第 3章の研究 6，研究 7では，異性愛者が親友からカミングアウトを受けた後の態度変容

における性差について，ジェンダー自尊心がどのように機能しているのかという観点から検

討を行った。その結果，親友からカミングアウトを受けた後，同性愛者一般に対する態度が

好転するといった態度変容は，男女ともにジェンダー自尊心が高い場合により顕著にみられ

た。また，カミングアウトを受けたことで，他者から自身も同性愛者だと思われるかもしれ

ないといった社会的感染不安が喚起され親友に対して回避的になるといった媒介過程が確

認された。男性異性愛者ではジェンダー自尊心がそうした回避的反応の促進要因となり，女

性異性愛者ではジェンダー自尊心が抑制要因となっていた。こうした結果から，カミングア

ウト場面においては「性役割規範の特性仮説」に基づく心理機制がみられたといえる。ただ

し，ジェンダー自尊心が，男性異性愛者，女性異性愛者いずれにおいても同性愛者一般に対

する肯定的態度を促す側面が確認されるなど，男性異性愛者においてもジェンダー自尊心が

高いほど同性愛者に対する肯定的態度を規定する可能性が窺えた。 

同性愛者に対する否定的態度の解消に向けて 終章では，本論文の各研究結果を概観し考

察を行った。各研究結果にばらつきがあることや，同性愛者に対する態度次元によっても結

果が異なるといったことから，当初の「性役割規範の厳格性仮説」および「性役割規範の特

性仮説」を棄却または採択できるわけではなかった。ただし，予測とは異なる結果も含め，

男性異性愛者と女性異性愛者では，同性の同性愛者に対する態度においてジェンダー自尊心

がもたらす効果が異なっていることが明らかになったといえる。したがって「性役割規範の

特性仮説」を発展させ，同性愛者に対する態度における性差について明らかにしていくこと

が重要だろう。 

なお，現在の男女や同性愛を取り巻く社会構造などを踏まえると，男性異性愛者にとって

は，同性愛者に否定的態度を示すことが性指向だけでない男性性に関する正当化であり，現

状の男性優位な社会構造を維持する方略の一つなのかもしれない。一方，女性異性愛者にお

いては既存の性差別構造を覆す方略として同性愛者に対して肯定や容認的態度を示してい

るのかもしれない。ただし，レズビアンが男性的な特徴を示すと，たちまちジェンダー自尊

心が高い女性異性愛者ほど否定的な態度を示す。男性性を主張する存在としてレズビアンを

知覚したことで否定的反応を向けているとするならば，そもそも同性愛者に対して肯定的態

度を示す背景に，現状の性差別や男女不平等の是正といった心的メカニズムがあることと整

合する。このように，同性愛者に対する態度の性差を理解するうえでは，「男性らしさ」や

「女性らしさ」といった男女に求められる性役割規範の差異や，性別という枠組みにおいて

社会的マジョリティである男性と，社会的マイノリティである女性といった社会構造も考慮

する必要がある。性役割規範や社会的立場の違いが，同性愛者に対して否定的態度または肯

定的態度を示す動機づけの差異をもたらしていると考えられるからである。 

こうした考察を踏まえ，同性愛者に対する偏見や差別を解決するために本論文から得られ

た示唆の一つは，伝統的な性役割規範の解体の必要性だろう。我々は無意識のうちに性役割

規範に晒され，その社会的構造をも内在化し他者に対する態度を規定している。社会的マジ

ョリティ集団に属する人々は自身の立場を維持防衛するために社会的マイノリティ集団に

否定的態度を示し，社会的マイノリティ集団に属する人々は既存の社会構造を崩すために別

の社会的マイノリティ集団に肯定的態度を示すのかもしれない。そうした対処方略の応戦で

はなく，社会構造なども含めた既存の性役割規範を様々な方法で解体し，共生社会の実現に

向けて再構築していくことが重要といえる。最後に，本論文の問題点・限界として以下の 3



点があげられる。第 1は，ジェンダー自尊心などの質問項目の抽象性である。第 2は，男性

異性愛者のゲイに対する態度においてジェンダー自尊心以外の要因の影響力が考えられる

ことである。第 3は，自身の性別に基づく自尊心の防衛機制以外の要因や異性の同性愛者へ

の態度について実証研究を行っていないことである。これらについても，今後検討を重ねて

いく必要がある。 
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